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坂牧はるか (岩手大 ･院 ･迎合R等学)
対応者 :渡退邦夫
1970年代から広葉樹林が針英樹人工林化し,サル
生息地が悪化したと懸念され,近年広柴樹林-の役元が
実施されている一方で,木材生産地としての人工林柾保
も重要な課題であり,人工林施業とサル生息地保全との
｢両立｣が求められている.しかし冷温帯林の森林施業
地におけるサル野生群の森林利用はほとんど明らかに
なっておらず,上記の ｢両立｣に関する検討は困難であ
る,そこで本研究では白神山地において,生息環暁が悪
化する厳冬期に採食行軸に蔚目し本種の森林利用を調
べた.その結果,林綾部から森林内部の 40m田内にお
いて,採食行肋をしている個体が有意に多く視察された.
そこで広築樹林,スギ人工林 (以下人工林)各々の林分
において林緑から森林内部にかけて餌樹木の分布調査
を行ったところ,広柴樹林,人工林ともに林綾部の餌樹
木の多様度が高かった.人工林では冬期に応も採食頻度
の高いヤマグワが広築樹林に比べ多く分布し,人工林も
採食地となることが示唆された.そこで一人工林において
林齢毎に餌樹木分布調査を行った結果,林齢が上がるに
つれ餌樹木の多様度が減少する傾向が見られたが,林齢
40年生を境に多様度が上昇した.しかし本調査地にお
ける人工林の林分は本研究対象群の冬3gl利FTl城より小
さく,様々な林齢の林分がモザイク状にあることが盃要
だと示唆された.今後はさらに各林分の空間配位につい
て検討する必要があると考えられる.
13盃長類の各種の組紋の加齢変化
東野義之,東野勢津子 (奈良県医大･医･解剖学)
対応者 :林基治
加齢に伴う臆の組成変化を明らかにするために,サ
ルの長俳骨筋の腔の元素含量の加齢変化を研究し,ヒト
のものと対比した.用いたサルはアカゲザルと日本ザル
の27頭,年齢は新生児から27歳 (平均年齢-9.0土9.2
読),雌雄は雄9頭と雌 18頭である.長俳骨筋の停止腔
